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世界人権宣言が採択された、12 月 10 日は「人権デー(Human Right Day)」と定

められています。法務省の人権擁護機関では、人権デーを最終日とする１週間を「人

権週間」として全国的に人権啓発活動を特に強化して行っています。 

人権問題については、自分事としてとらえられるようにと各市町村及び学校等で

様々な取組を進めていただいておりますが、いじめや虐待、性被害等のこどもの人

権問題、インターネット上の人権侵害、障害のある人や外国人、性的マイノリティ等に関する偏見や差

別、部落差別(同和問題)といった多様な人権問題が依然として存在していることも事実です。           

今年度はひたちなか市、大洗町に訪問させていただき、教育委員会と学校での人権教育に関する取組

についての説明をいただきました。どの市町村・学校においても 17 の人権課題を意識し、まさに「人

権尊重の精神の涵養を目的とする活動」が計画的に実践されていました。特に大洗町では、今年度より

「人権教育総合推進事業」の指定を受け、学校と地域が一体となった人権教育を推進するために、蔀社

会教育主事が中心となって「人権すごろくトーク」を行い、楽しみながら学ぶ研修会を実践していまし

た。 

       

 

 

 

水戸・県北・鹿行地区の市町村教育委員会人権教育担当主管課長及び人権教育担当者、県生涯学習セ

ンター関係者、社会教育主事等が集まり研修会が開催されました。 

講演では在留外国人の現状より、教育現場で起こり得る人権の問題について具体的

なお話をいただき、人権課題に対する理解につながりました。 

日立市の事例発表では「日立市人権教育の目標」を達成するために、計画に基づき

各部署が連携・協働している様子をうかがうことができました。実践事例では参考に

なるものも多くありました。 

その後はワークショップへ移り積極的な情報交換となり、今後の事業を見直す機会となったり、各市

町村の交流を深めたりすることができました。 

指導・講評では今後の取組で大切なことを補足資料により説明いただき、人権意識を高めるための手

立てをもたせてくれました。 

【研修内容】 

〇人権課題に対する理解についての研修 

 演  題 「和魂洋才 ～共生社会と人権～」  

講  師 橋本特定行政書士事務所 Hashimoto Office 代表 橋本 哲 氏 

〇市町村の事例発表と意見交換 

 事例発表 「日立市における人権教育の取組について」 

 発 表 者 日立市教育委員会 社会教育主事 神山 智恵美 

〇市町村担当者による情報交換 

 実施事業報告書を使用したワークショップ 

〇指導助言及び行政報告 

 指導・講評 教育庁総務企画部総務課人権教育室 社会教育主事 風間 亮 

すべての子どもたちのために  学校のために  市町村教育委員会のために 

夏休みの一考 人権週間 12 月４日～10 日 12 月 10 日は人権デーです。 

 

令和６年度 人権教育指導者地区別研修会  11 月 22 日（金） 会場 水戸合同庁舎  

 


